「思融-良含」周辺のこと・杭州出自の宋人のこと : 「軍記物語と東アジアの仏教世界」補遺 by 牧野 和夫 et al.
「
思
融
―
良
含
」
周
辺
の
こ
と
・
杭
州
出
自
の
宋
人
の
こ
と
―
―
「
軍
記
物
語
と
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
世
界
」
補
遺
―
―
牧
野
和
夫
は
じ
め
に
「
軍
記
と
語
り
物
研
究
会
（
前
身
の
軍
記
物
語
研
究
会
を
含
む
）」
は
、
平
成
二
十
三
年
を
も
っ
て
五
十
周
年
を
迎
え
た
。
記
念
大
会
（
於
鶴
見
大
学
８
月
２９
日
か
ら
９
月
１
日
ま
で
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
軍
記
物
語
と
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
世
界
」
と
い
う
。
海
彼
の
ア
ジ
ア
の
問
題
を
軍
記
物
語
に
つ
な
げ
る
試
み
（
渥
美
か
を
る
、
大
曾
根
章
介
、
増
田
欣
、
黒
田
彰
氏
等
。
近
年
の
日
本
中
世
史
研
究
の
成
果
）
は
、
こ
の
五
十
年
の
研
究
会
の
歩
み
の
着
実
な
成
果
の
蓄
積
が
も
た
ら
し
た
重
要
な
も
の
の
ひ
と
つ
と
し
て
歓
迎
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
日
本
に
残
存
し
え
た
微
細
な
切
片
を
採
集
し
、
十
三
世
紀
後
末
期
の
日
本
に
お
け
る
「
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
世
界
」
の
一
端
を
窺
い
知
ろ
う
と
い
う
基
礎
的
な
研
究
の
ひ
と
つ
の
試
み
で
あ
る
。
一
、
良
含
・
思
融
に
関
す
る
資
料
の
確
認
凝
然
撰
『
円
照
上
人
行
状
』
は
、「
円
光
房
良
念
」
と
い
う
戒
壇
院
円
照
門
下
の
有
力
な
学
僧
の
経
歴
を
巻
下
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
「
円
光
房
良
念
、
越
後
国
人
、
住
戒
壇
院
、
発
心
受
戒
、
後
就
洛
陽
大
宮
明
了
房
、
受
学
悉
曇
、
稽
古
氷
藍
、
遂
謁
小
河
上
綱
、
重
学
悉
曇
、
小
河
者
即
了
公
之
本
師
也
、
遍
随
善
友
、
受
学
真
言
、
東
寺
諸
流
、
究
小
野
・
廣
澤
、
又
延
暦
・
園
城
罄
奥
獲
極
、
兼
包
之
徳
、
無
有
競
者
、
門
弟
非
一
、
各
授
一
方
」（『
続
群
書
類
従
』
所
収
東
―４５―
大
寺
刊
本
１１
頁
）
こ
の
小
川
上
綱
か
ら
悉
曇
を
受
学
し
た
こ
と
や
諸
流
兼
学
の
こ
と
な
ど
の
経
歴
は
、
房
号
を
円
光
房
と
同
じ
く
し
た
「
良
含
」
の
経
歴
に
重
な
り
「
良
含
」
と
「
良
念
」
は
同
一
人
物
か
、
と
の
疑
念
も
う
ま
れ
る
。
納
富
常
天
氏
は
、「
東
山
太
子
堂
白
亳
寺
と
忍
性
供
養
塔
」（『
金
沢
文
庫
資
料
の
研
究
稀
覯
資
料
篇
』
１
９
９
５
・
７
法
蔵
館
刊
所
収
）
で
円
光
房
良
含
に
つ
い
て
、
こ
の
『
円
照
上
人
行
状
』
の
「
良
念
」
の
一
節
を
活
用
し
て
い
る
。
改
め
て
東
大
寺
図
図
書
館
蔵
『
円
照
上
人
行
状
』
の
影
印
を
紐
解
く
と
、「
」
と
あ
り
、
明
ら
か
に
「
含
」
と
よ
む
べ
き
箇
所
で
あ
る
。
円
光
、
円
光
房
と
呼
ば
れ
る
僧
は
、『
円
照
上
人
行
状
』
の
記
述
箇
所
に
お
い
て
、
円
光
房
良
含
そ
の
人
を
指
す
と
考
え
て
よ
い
。
『
円
照
上
人
行
状
』
巻
中
に
「
人
王
第
八
十
九
代
聖
主
御
宇
文
永
初
暦
、
於
金
山
院
、
大
行
潅
頂
、
諸
方
律
徳
行
真
言
者
、
預
職
衆
選
十
有
六
人
、
…
…（
略
）…
…
尊
珍
・
円
光
等
也
」と
文
永（
１
２
６
４
〜
）
初
暦
の
鷲
尾
に
円
照
に
随
う
ひ
と
り
と
し
て
「
円
光
」
房
を
挙
げ
る
。
円
照
の
「
潅
頂
弟
子
、
其
数
非
一
、
…
…
（
略
）
…
…
円
光
房
…
…
…
…
如
是
等
也
」（
１４
頁
）
と
も
い
う
の
で
あ
る
。
良
含
が
戒
壇
院
円
照
門
下
の
学
僧
で
あ
り
、
凝
然
の
目
か
ら
み
て
門
下
僧
の
内
で
も
聞
こ
え
た
学
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
良
含
の
履
歴
は
、
天
台
系
・
真
言
系
・
戒
壇
院
系
の
仏
書
聖
教
類
に
区
々
な
形
で
、
各
々
の
履
歴
を
記
し
て
き
た
が
、『
円
照
上
人
行
状
』
の
「
良
含
」
を
「
良
念
」
と
誤
っ
て
以
降
、
円
光
上
人
良
含
を
明
白
に
戒
壇
院
円
照
門
の
逸
材
の
ひ
と
り
に
数
え
て
履
歴
に
言
及
す
る
例
を
見
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
知
ら
れ
る
重
要
な
一
点
は
良
含
が
戒
壇
院
止
住
の
「
後
就
洛
陽
大
宮
明
了
房
、
受
学
悉
曇
」
こ
と
で
あ
り
、「
小
河
者
即
了
公
之
本
師
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
禅
性
房
、
後
改
空
月
房
、
洛
陽
人
也
、
悉
曇
明
了
房
之
甥
也
、
住
戒
壇
院
、
明
律
懸
鏡
、
…
…
…
…
住
高
野
山
、
学
真
言
教
、」
と
い
う
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
既
に
紹
介
し
た
が
信
範
撰
『
悉
曇
字
記
聞
書
』（
東
寺
観
智
院
蔵
２
０
６
函
１３
）
第
一
冊
奥
書
に
「
観
応
三
年
六
月
廿
八
日
賜
大
柳
御
本
於
河
東
妙
法
院
御
前
六
帖
内
五
一
帖
書
写
終
畢
祐
禅
此
是
明
了
房
信
範
上
人
抄
也
御
本
奥
云
以
白
亳
院
上
人
御
本
校
合
畢
八
月
十
三
日
校
合
畢
」
第
七
冊
奥
書
に
は
「
正
和
五
年
二
月
十
八
日
賜
師
主
白
亳
院
／
上
人
御
本
校
合
畢
」
と
あ
る
。「
明
了
房
信
範
上
人
抄
」
と
あ
る
が
、「
白
亳
院
上
人
御
本
」、
即
ち
師
信
範
の
撰
述
に
か
か
る
『
悉
曇
字
記
聞
書
』
を
弟
子
―４６―
の
良
含
が
書
写
か
所
持
し
て
い
た
由
緒
あ
る
一
本
で
校
合
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
良
含
の
弟
子
筋
が
正
和
五
年
（
１
３
１
５
）
に
校
合
し
た
一
本
で
あ
る
。
円
光
上
人
良
含
は
、
小
河
承
澄
に
師
事
す
る
前
に
「
大
宮
」
信
範
に
師
事
し
て
い
た
。
し
か
も
「
大
宮
」
信
範
の
本
師
が
他
な
ら
ぬ
小
河
承
澄
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
は
、
別
稿
で
触
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
重
要
な
事
実
で
あ
る
。
越
後
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
も
、
悉
曇
の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
看
過
で
き
な
い
。
東
寺
観
智
院
蔵
の
悉
曇
書
群
の
本
奥
書
を
辿
り
返
す
な
ら
ば
、
『
悉
曇
私
鈔
』
上
下
（
２
０
３
函
９
）
の
本
奥
書
に
は
、
「
本
云
／
文
応
元
年
庚
申
十
月
一
日
抄
了
是
則
稟
高
徳
厳
／
訓
添
下
愚
料
簡
為
備
廃
忘
呅
以
記
之
矣
／
仏
子
信
範
〈
年
三
／
十
八
〉
／
本
云
／
弘
安
八
年
乙
酉
八
月
十
六
日
於
関
東
御
堂
辺
／
値
見
澄
春
〈
小
河
殿
房
人
／
卿
律
師
〉
写
本
之
所
奥
書
云
建
／
治
元
年
六
月
十
九
日
於
小
河
御
坊
以
右
本
書
／
写
了
是
明
了
房
之
私
抄
也
…
…
右
言
高
徳
者
此
小
河
殿
／
御
事
欤
澄
春
云
々
／
…
…
」
信
範
が
他
な
ら
ぬ
小
河
承
澄
に
悉
曇
を
学
ん
で
い
た
こ
ろ
は
文
応
元
年
（
１
２
６
０
）
頃
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
建
治
元
年
（
１
２
７
５
）
の
小
河
の
承
澄
・
関
東
の
澄
春
と
い
う
こ
と
で
『
阿
娑
縛
鈔
』
書
写
の
問
題
に
も
係
わ
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
『
悉
曇
字
記
』
一
冊
（
２
０
６
函
１０
）
に
よ
れ
ば
、「
文
永
十
二
年
歳
次
／
乙
亥
二
月
二
十
一
日
書
写
畢
／
陰
葉
信
範
」
と
あ
り
、「
為
証
明
進
覧
／
小
川
高
徳
之
所
為
證
本
之
由
預
御
感
畢
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
信
範
の
悉
曇
修
学
は
文
永
十
二
年
（
１
２
７
５
）
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
こ
で
良
含
の
活
動
の
拠
点
白
亳
院
に
つ
い
て
も
一
言
す
る
な
ら
ば
、『
円
照
上
人
行
状
』
巻
下
に
も
「
大
谷
速
成
就
院
」
と
し
て
記
述
が
あ
る
。
「
実
法
房
道
恵
、
洛
陽
人
也
、
住
延
暦
寺
、
初
住
戒
壇
、
次
住
鷲
尾
、
次
住
大
谷
速
成
就
院
、
後
住
関
東
」
と
あ
る
。
戒
壇
院
か
ら
鷲
尾
金
山
院
、
更
に
白
亳
院
（
大
谷
速
成
就
院
）
へ
と
移
住
し
て
お
り
、
戒
壇
院
か
ら
白
亳
院
（
大
谷
速
成
就
院
）
へ
移
住
し
た
良
含
が
異
例
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
白
亳
院
（
大
谷
速
成
就
院
）
は
、
有
力
な
檀
主
よ
り
円
照
及
び
そ
の
門
下
僧
に
施
与
さ
れ
て
管
領
し
た
寺
院
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
『
円
照
上
人
行
状
』
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
学
僧
に
、
戒
壇
院
円
照
門
下
良
含
と
師
資
で
相
互
に
結
ば
れ
た
思
融
が
い
る
（
思
融
に
つ
い
て
は
、
既
に
本
誌
７９
号
な
ど
で
も
触
れ
て
い
る
が
、
思
順
と
併
せ
て
、『
軍
記
と
語
り
物
』
４８
号
所
収
稿
に
、
詳
述
す
る
予
定
）。
思
融
に
つ
い
て
も
、『
円
照
上
人
行
状
』
は
貴
重
な
履
歴
を
伝
え
て
い
る
。
「
弘
長
嘉
暦
、
円
珠
・
思
順
両
徳
移
住
鷲
尾
、
修
学
顕
密
、
助
照
公
化
儀
」（
５
頁
）
「
文
永
初
暦
、
於
金
山
院
、
大
行
潅
頂
…
…
勝
鬘
院
住
持
円
珠
大
徳
并
思
順
大
徳
…
…
円
珠
誦
経
導
師
、
思
順
教
授
」（
６
頁
）
―４７―
「
道
本
房
、
諱
円
海
、
東
大
寺
累
代
寺
僧
、
…
…
乃
聖
守
・
円
珠
両
徳
弟
子
也
」（
９
頁
）
「
諱
忍
空
、
房
号
空
智
、
駿
河
国
人
也
、
…
…
即
勝
鬘
院
円
珠
・
思
順
両
徳
東
遊
之
時
、
相
随
上
洛
、
遂
入
泉
涌
律
場
、
珠
・
順
両
徳
者
本
泉
涌
寺
住
僧
也
」
「
證
道
房
、
諱
実
融
、
北
洛
人
也
、
初
住
泉
涌
寺
、
随
思
融
〈
後
改
／
円
珠
〉
上
人
、
移
住
鷲
尾
、
後
住
高
野
金
剛
三
昧
院
、
是
意
教
上
人
真
言
付
法
也
」（
１２
頁
）
「
弘
長
季
暦
、
泉
州
家
原
寺
仏
法
大
徳
、
以
彼
寺
院
、
施
与
照
公
、
彼
所
者
、
行
基
菩
薩
降
生
之
砌
、
菩
薩
即
彼
処
建
立
伽
藍
、
…
…
彼
寺
院
主
帰
上
人
徳
、
以
施
与
之
、
即
安
僧
侶
、
建
興
仏
宗
、
上
人
後
譲
之
勝
鬘
院
円
珠
上
人
、
彼
之
門
人
、
于
今
興
□
、
□
通
密
教
、
敷
演
台
宗
」（
７
頁
）
参
考
「
正
元
々
年
己
未
之
暦
、
四
条
亜
相
以
洛
東
鷲
尾
〈
法
名
号
／
金
山
院
〉
寺
院
、
施
照
上
人
」（
５
頁
）
「
北
洛
鷲
尾
者
上
人
常
所
住
之
寺
、
為
諸
門
人
、
開
法
不
絶
、
…
…
又
請
泉
涌
寺
円
珠
上
人
、
令
講
律
鈔
」（
８
頁
）
な
ど
の
記
述
を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
纏
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
「
正
元
々
年
（
１
２
５
９
）
己
未
之
暦
」
に
四
条
亜
相
に
よ
っ
て
円
照
に
施
与
さ
れ
た
鷲
尾
（
金
山
院
）
へ
「
泉
涌
寺
円
珠
上
人
」
を
招
請
し
「
令
講
律
鈔
」、「
弘
長
（
１
２
６
１
〜
１
２
６
３
）
嘉
暦
」
に
は
、「
円
珠
・
思
順
両
徳
」
は
鷲
尾
へ
「
移
住
」
し
た
よ
う
で
あ
る
。「
珠
・
順
両
徳
者
本
泉
涌
寺
住
僧
也
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
「
文
永
（
１
２
６
４
〜
）
初
暦
」
の
「
潅
頂
」（
於
金
山
院
）
に
は
、
「
勝
鬘
院
住
持
円
珠
大
徳
」
は
「
誦
経
導
師
」
で
あ
っ
た
。「
弘
長
季
暦
」
に
は
、「
泉
州
家
原
寺
」
が
「
仏
法
大
徳
」
の
手
に
よ
っ
て
円
照
へ
「
施
与
」
さ
れ
て
も
い
る
が
、
後
に
「
勝
鬘
院
円
珠
上
人
」
に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
思
融
は
、
醍
醐
寺
本
『
師
資
相
承
血
脈
』
に
よ
れ
ば
、
頼
賢
・
親
快
に
師
事
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
更
に
『
野
澤
大
血
脈
』（『
続
真
言
宗
全
書
』
巻
２５
所
収
）
に
よ
れ
ば
、「
憲
深
―
光
寶
―
思
融
―
良
含
」
や
「
実
賢
―
如
実
―
思
融
―
良
含
」、「
成
賢
―
深
賢
―
思
融
―
良
含
」
な
ど
の
相
承
血
脈
が
示
さ
れ
、
醍
醐
寺
僧
の
許
で
真
言
諸
流
を
学
ん
だ
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
甲
田
宥
吽
氏
は
「
頼
賢
―
実
融
」
の
実
融
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。
「
実
融
が
高
野
登
山
後
意
教
上
人
に
受
法
し
た
こ
と
は
諸
書
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
時
期
が
文
永
四
年
（
一
二
六
七
）
五
月
十
二
日
の
伝
法
灌
頂
以
前
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
前
以
っ
て
上
人
に
就
い
て
四
度
加
行
を
修
し
た
と
す
れ
ば
、
登
山
の
時
期
は
こ
れ
よ
り
二
三
年
は
早
く
な
ろ
う
。
本
朝
高
僧
伝
の
み
の
伝
承
で
は
あ
る
が
、
勝
鬘
院
円
珠
か
ら
密
軌
を
伝
え
た
と
い
う
の
は
、
高
野
登
山
前
の
若
年
の
受
法
と
す
れ
ば
、
四
度
加
行
も
円
珠
の
許
で
行
な
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
。
円
珠
は
高
僧
伝
六
十
に
よ
る
と
泉
涌
寺
智
鏡
・
道
玄
―４８―
の
二
師
に
律
と
密
教
を
受
け
、
後
摂
津
四
天
王
寺
の
勝
鬘
院
に
住
し
た
と
い
う
（
同
前
・
三
四
八
上
）。
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
に
白
亳
院
静
基
の
口
説
を
記
し
た
血
脈
紗
（
続
真
２５
『
野
沢
大
血
脈
』）
に
よ
れ
ば
、
円
珠
は
相
意
房
思
融
の
改
名
で
、
類
聚
記
の
深
賢
の
項
に
「
思
融
（
印
可
）
（
聖
人
、
相
意
房
、
醍
醐
住
、
実
縁
法
眼
子
）」
と
出
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
聖
人
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
人
も
遁
世
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
醍
醐
本
血
脈
に
は
意
教
上
人
の
資
に
思
融
が
出
て
お
り
、
他
に
も
深
賢
・
光
賢
・
如
実
等
、
醍
醐
の
人
々
か
ら
伝
授
を
得
て
い
る
。
若
し
実
融
が
最
初
円
珠
の
許
で
密
教
を
学
ん
だ
と
す
る
と
、
そ
の
周
囲
と
の
関
連
か
ら
意
教
上
人
を
慕
っ
て
高
野
へ
登
る
の
が
何
と
は
な
し
に
理
解
さ
れ
る
」（
甲
田
宥
吽
「
意
教
上
人
伝
攷
（
下
）」『（
高
野
山
大
学
）
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
１３
号
２
０
０
０
・
２
）
も
し
、
円
珠
で
あ
る
思
融
が
光
寶
に
師
事
し
た
、
と
す
る
な
ら
ば
、
光
寶
没
年
と
さ
れ
る
延
応
元
年
（
１
２
３
９
）
以
前
に
醍
醐
寺
に
修
学
の
日
々
を
送
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
既
稿
に
「
成
賢
―
頼
賢
」
の
師
資
の
流
れ
で
頼
賢
に
も
師
事
し
て
お
り
、
頼
賢
が
醍
醐
寺
を
離
れ
慶
政
の
法
華
山
寺
へ
赴
い
た
際
に
付
き
随
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
記
し
た
が
（
こ
れ
ら
の
点
の
解
明
は
今
後
の
課
題
の
重
要
な
ひ
と
つ
で
あ
る
）、『
円
照
上
人
行
状
』
か
ら
は
全
く
窺
う
こ
と
の
で
き
な
い
履
歴
で
あ
る
。『
円
照
上
人
行
状
』
は
、
頼
賢
門
下
の
実
融
に
関
連
し
て
「
後
住
高
野
金
剛
三
昧
院
、
是
意
教
上
人
真
言
付
法
也
」
と
し
て
高
野
山
移
住
後
の
意
教
上
人
頼
賢
に
は
触
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
近
世
に
至
る
僧
伝
類
に
認
め
ら
れ
な
い
頼
賢
及
び
頼
賢
門
下
の
慈
猛
な
ど
（
思
融
・
義
準
な
ど
の
可
能
性
）
の
履
歴
の
一
齣
「
法
華
山
寺
に
お
け
る
修
学
（
了
行
の
一
件
が
か
ら
む
か
、
ど
う
か
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
）」
は
、
戒
壇
院
側
の
資
料
に
お
い
て
も
「
空
白
」
で
あ
り
、
逆
に
改
め
て
重
要
な
「
一
事
実
」
と
し
て
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
に
指
摘
し
た
が
、
弘
安
二
年
正
月
二
日
に
良
含
が
多
年
の
伝
授
を
ま
と
め
て
「
書
」
し
た
随
心
院
蔵
建
武
二
年
釈
禅
律
写
『
陀
納
深
密
口
決
西
勝
』
一
帖
の
本
奥
書
に
は
次
の
通
り
あ
る
。
「
弘
安
二
年
正
月
廿
日
書
之
是
則
先
年
先
師
所
奉
受
也
西
院
者
酉
酉
西
院
権
律
師
尊
源
御
口
受
也
勝
鬘
院
者
師
主
上
人
思
融
」
８
・
ウ
御
口
伝
也
皆
是
秘
密
也
可
秘
々
々
文
永
二
年
九
月
十
四
日
受
之
実
賢
尊
源
良
含
弘
長
元
年
之
比
受
之
実
賢
如
実
空
願
上
人
思
融
良
含
」
９
・
オ
弘
安
六
年
九
月
十
七
日
於
白
亳
院
書
写
畢
―４９―
依
感
霊
夢
伝
受
之
并
此
等
自
抄
拝
領
之
努
々
不
及
他
見
由
深
有
御
誠
三
宝
垂
照
覧
金
剛
佛
子
澄
豪
」
９
・
ウ
「
弘
長
元
年
之
比
受
之
／
実
賢
如
実
空
願
上
人
思
融
良
含
」
と
あ
り
、「
思
融
」
か
ら
の
「
御
口
受
」
が
勝
鬘
院
住
持
円
珠
大
徳
の
鷲
尾
移
住
前
後
に
行
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
戒
壇
院
円
照
門
下
と
し
て
鷲
尾
の
周
辺
で
「
思
融
―
良
含
」
の
師
資
相
承
の
関
係
は
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
甲
田
氏
が
「
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
に
白
亳
院
静
基
の
口
説
を
記
し
た
血
脈
紗
（
続
真
２５
『
野
沢
大
血
脈
』）」
と
記
す
が
、
続
真
言
宗
全
書
の
巻
２５
『
野
沢
大
血
脈
』
は
、
大
方
、
円
光
上
人
良
含
を
経
て
静
基
に
伝
授
さ
れ
た
口
授
類
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
東
寺
観
智
院
蔵
『
秘
秒
聞
書
表
題
』
は
、
表
紙
見
返
し
に
「
第
十
七
帖
奥
云
」
と
し
て
「
此
抄
者
円
光
上
人
（
右
傍
に
「
白
毫
院
」）
良
含
所
受
隆
澄
（
理
智
院
／
僧
正
）
良
奝
（
石
蔵
／
大
日
上
人
）
円
珠
（
天
王
寺
／
相
意
上
人
／
思
融
）（
右
傍
に
「
勝
鬘
院
」）
／
三
帥
ノ
口
説
妙
智
房
静
基
類
聚
之
云
々
」
と
あ
り
、
白
毫
院
良
含
な
ど
の
口
授
を
妙
智
房
静
基
が
類
聚
し
た
一
書
で
あ
る
。
現
存
資
料
（
撰
述
書
『
密
宗
血
脈
鈔
』
な
ど
、
記
録
類
）
か
ら
妙
智
房
静
基
を
白
毫
院
の
有
力
な
学
僧
と
す
る
こ
と
が
誤
り
で
な
い
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
が
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
散
逸
資
料
（
推
定
可
能
な
範
囲
で
）
を
含
め
た
環
境
を
勘
案
す
る
と
、
円
光
上
人
良
含
の
「
存
在
」
に
は
際
立
っ
た
も
の
が
あ
る
。
遁
世
僧
に
し
て
有
力
な
学
僧
の
ひ
と
り
と
し
て
鎌
倉
時
代
後
期
の
仏
法
史
上
に
位
置
付
け
る
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。
ま
た
、
良
含
の
師
の
ひ
と
り
思
融
も
『
円
照
上
人
行
状
』
に
頻
繁
に
登
場
す
る
「
圓
珠
」
で
あ
る
が
、
東
大
寺
「
戒
壇
院
」
忍
空
と
と
も
に
室
生
寺
に
参
詣
し
舎
利
石
塔
を
礼
拝
し
た
「
天
王
寺
勝
鬘
院
」
の
「
一
蓮
房
」「
真
尊
」
な
ど
と
併
せ
て
、
円
照
周
辺
の
看
過
し
が
た
い
学
僧
で
あ
る
（
牧
野
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
「
東
山
鷲
尾
」
の
注
釈
的
研
究
」『
説
話
論
集
』
第
１１
集
２
０
０
２
・
８
清
文
堂
）。
正
嘉
・
文
永
・
弘
長
頃
に
円
照
及
び
そ
の
門
下
僧
へ
有
力
な
檀
那
よ
り
施
与
さ
れ
管
領
し
た
寺
院
に
は
、
家
原
寺
・
金
山
院
・
徳
大
寺
内
大
悲
院
・
霊
山
院
・
竹
林
寺
な
ど
が
あ
り
、
円
照
の
「
化
儀
」
や
律
・
天
台
の
「
講
義
」
な
ど
が
、
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
施
与
に
係
る
寺
院
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、「
遁
世
僧
」
の
鎌
倉
後
期
に
お
け
る
位
置
付
け
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
傾
向
で
あ
ろ
う
。
家
原
寺
は
当
時
戒
壇
院
系
の
思
融
へ
譲
ら
れ
、
金
山
院
は
「
金
山
院
任
檀
那
意
、
不
付
門
人
、
于
後
鳴
瀧
上
綱
管
領
、
即
檀
那
隆
親
卿
之
弟
也
、
于
後
照
公
門
人
、
霊
山
信
忍
智
生
房
、
住
持
彼
寺
、
忍
公
戒
弟
子
」（『
円
照
上
人
行
状
』
下
頁
１５
上
段
）
と
い
う
こ
と
で
一
時
霊
山
院
の
信
忍
智
生
房
が
住
持
と
な
り
、
徳
大
寺
も
弘
安
年
間
に
は
良
含
が
講
義
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
１
２
７
７
年
円
照
の
没
後
―５０―
に
円
照
門
流
を
離
脱
し
た
寺
院
も
多
く
、
金
山
院
な
ど
は
「
無
住
持
」
の
状
態
が
続
い
た
後
、「
澄
豪
―
恵
鎮
―
道
光
」
と
次
第
す
る
天
台
系
の
光
宗
が
再
興
し
て
い
る
。
金
山
院
に
つ
い
て
は
「
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
「
東
山
鷲
尾
」
の
注
釈
的
研
究
―
寺
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
こ
と
―
」（『
説
話
論
集
』第
１１
集
２
０
０
２
清
文
堂
）、
家
原
寺
に
つ
い
て
は
軍
記
・
語
り
物
研
究
会
大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
軍
記
物
語
と
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
世
界
」
で
触
れ
た
の
で
譲
る
。
東
山
霊
山
院
に
つ
い
て
は
近
時
収
集
し
え
た
情
報
の
い
く
つ
か
を
、
牧
野
「
日
本
中
世
文
学
に
お
け
る
十
三
世
紀
後
末
期
東
山
白
毫
院
・
霊
山
周
辺
―
書
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
視
点
か
ら
―
」
に
覚
書
風
に
記
述
し
た
。
文
永
頃
の
情
報
と
し
て
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
の
歌
書
・
歌
学
書
群
を
め
ぐ
る
貴
重
な
指
摘
が
あ
っ
た
。
霊
山
院
に
お
け
る
素
寂
・
定
円
・
清
誉
の
係
わ
る
営
為
、
即
ち
活
発
な
書
写
活
動
の
数
々
が
知
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
弘
安
・
永
仁
の
頃
に
は
『
七
天
狗
絵
詞
』
の
撰
者
（
の
ひ
と
り
）
と
比
定
し
う
る
遍
融
（
寂
仙
）
が
「
霊
山
院
寂
仙
上
人
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
点
も
遍
融
の
事
績
の
解
明
と
と
も
に
看
過
し
え
な
い
。
併
せ
て
「
遍
融
―
円
海
―
秀
範
」
と
次
第
す
る
秀
範
も
「
東
山
霊
山
」
に
出
入
り
し
て
書
写
活
動
に
励
ん
で
い
た
点
に
も
留
意
し
た
。
こ
こ
に
霊
山
・
霊
山
院
の
記
述
を
『
円
照
上
人
行
状
』
に
拾
い
、
補
記
と
し
て
お
く
。
霊
山
院
の
こ
と
は
次
の
記
述
に
認
め
ら
れ
る
。
「
慶
舜
□
、
改
為
雙
圓
房
、
是
重
受
也
、
本
菩
提
山
住
僧
、
後
住
霊
山
院
、
次
住
戒
壇
、
…
…
」（『
円
照
上
人
行
状
』
中
頁
９
下
段
）
「
諱
信
忍
、
道
号
智
生
、
居
俗
有
忠
、
厭
世
求
法
、
年
二
十
二
落
髪
、
登
高
野
山
苦
行
、
入
招
提
寺
学
律
、
随
玄
上
人
受
戒
、
海
龍
王
寺
・
不
退
寺
・
光
臺
寺
、
彼
此
遊
住
、
修
大
悲
行
、
入
照
公
門
、
住
戒
壇
院
、
…
…
移
住
金
山
、
大
助
照
公
化
儀
、
即
文
永
二
年
八
月
二
十
五
日
重
受
具
戒
、
宋
人
帰
徳
、
洛
東
霊
山
建
一
堂
庵
、
施
与
上
人
、
後
住
持
金
山
院
、
…
…
」（『
円
照
上
人
行
状
』
下
頁
１２
下
段
）
「
金
山
院
任
檀
那
意
、
不
付
門
人
、
于
後
鳴
瀧
上
綱
管
領
、
即
檀
那
隆
親
卿
之
弟
也
、
于
後
照
公
門
人
、
霊
山
信
忍
智
生
房
、
住
持
彼
寺
、
忍
公
戒
弟
子
」（『
円
照
上
人
行
状
』
下
頁
１５
上
段
）
信
忍
智
生
房
に
関
す
る
記
述
が
多
く
、
特
に
看
過
し
が
た
い
記
述
に
信
忍
が
「
移
住
金
山
、
大
助
照
公
化
儀
」、
鷲
尾
金
山
院
で
円
照
の
化
儀
を
助
け
て
い
た
頃
、「
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
八
月
二
十
五
日
信
忍
、
重
受
具
戒
、
宋
人
帰
徳
、
洛
東
霊
山
建
一
堂
庵
、
施
与
上
人
、」
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
一
堂
庵
」
が
ど
の
よ
う
な
建
築
物
で
あ
っ
た
か
不
詳
で
あ
り
、
宋
朝
建
築
様
式
で
あ
っ
た
、
と
言
い
う
る
資
料
は
な
い
。
し
か
し
、
堂
・
庵
の
問
題
は
、
お
そ
ら
く
中
国
の
宋
・
元
仏
教
の
庵
堂
の
普
及
と
連
動
し
た
も
の
で
あ
り
、
宋
人
の
寄
進
に
か
か
る
「
堂
・
庵
」
が
私
庵
で
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
で
、
実
は
、
家
原
寺
・
金
山
院
・
徳
大
寺
・
霊
山
院
な
ど
、
文
永
・
弘
長
頃
に
円
照
及
び
そ
の
門
下
僧
へ
施
―５１―
与
さ
れ
た
寺
院
も
、
宗
派
と
い
う
枠
を
取
り
払
っ
た
「
私
庵
」
と
し
て
の
機
能
（
い
わ
ゆ
る
従
来
の
顕
密
の
寺
院
内
の
兼
学
と
は
、
質
的
に
異
な
る
か
）
を
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。「
徳
大
寺
之
内
大
悲
院
」
な
ど
は
、
良
い
例
で
は
な
い
か
。
勿
論
、
宋
代
に
お
け
る
庵
堂
の
普
及
に
そ
の
ま
ま
倣
う
も
の
か
、
ど
う
か
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
（
竺
沙
雅
章
氏
「
宋
元
仏
教
に
お
け
る
庵
堂
」〈『
宋
元
佛
教
文
化
史
研
究
』
２
０
０
０
・
８
汲
古
書
院
刊
〉）
が
、
宋
朝
仏
教
の
端
的
な
移
入
受
容
の
具
体
的
な

か
た
ち

と
し
て
「
庵
・
堂
」
の
問
題
は
重
要
な
も
の
と
な
り
そ
う
で
あ
る
（
東
禅
寺
版
大
蔵
経
の
補
刻
葉
に
認
め
ら
れ
る
「
道
」「
道
人
」
と
「
庵
」
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
指
摘
し
た
）。
二
、
杭
州
居
住
の
宋
人
書
生
―
「
智
恵
」
を
軸
に
し
て
「
智
恵
」
と
い
う
宋
人
に
つ
い
て
さ
さ
や
か
な
「
新
知
見
」
を
紹
介
し
た
（
牧
野
「
集
古
会
会
員
と
中
世
典
籍
類
の
蒐
集
・
継
承
に
つ
い
て
」〈『
実
践
国
文
学
』
７８
号
、
平
成
２２
年
１０
月
〉、
牧
野
「
日
本
中
世
文
学
に
お
け
る
十
三
世
紀
後
末
期
東
山
白
毫
院
・
霊
山
周
辺
―
書
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
視
点
か
ら
―
」〈『
実
践
国
文
学
』
７９
号
、
平
成
２３
年
３
月
〉）
が
、
そ
れ
は
「
円
覚
経
略
疏
之
第
一
之
二
」
の
「
奥
書
」
に
「
永
仁
参
年
乙
未
五
月
十
四
日
書
写
之
畢
執
筆
宋
圀
杭
州
路
仁
私
（
和
か
）
縣
居
人
智
恵
之
」
と
記
し
て
い
る
一
事
実
で
あ
る
。納
富
常
天
・
横
内
裕
人
両
氏
指
摘
の
ご
と
く
、
こ
の
宋
人
智
恵
が
書
写
に
係
わ
っ
た
『
華
厳
演
義
鈔
』
残
十
九
巻
三
十
三
冊
（
巻
十
五
・
下
・
尾
に
智
恵
書
写
の
奥
書
）
に
は
、
巻
十
一
・
下
の
尾
に
「
永
仁
三
年
乙
未
十
一
月
九
日
於
泉
州
久
米
多
寺
書
写
畢
／
執
筆
大
唐
国
行
在
臨
安
府
小
堰
門
保
安
橋
居
洪
三
官
人
書
一
校
了
」
と
あ
り
、
洪
三
官
人
が
書
写
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
二
人
の
宋
人
が
同
一
人
物
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
出
家
し
て
「
宋
圀
杭
州
路
仁
和
縣
居
人
智
恵
」
と
号
し
た
後
に
「
大
唐
国
行
在
臨
安
府
小
堰
門
保
安
橋
居
洪
三
官
人
」
と
俗
名
を
用
い
た
と
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
弘
安
・
永
仁
頃
の
宋
人
書
生
た
ち
の
同
筆
と
も
見
紛
う
宋
風
の
秀
勁
な
書
風
が
、
む
し
ろ
極
め
て
均
質
な
個
性
を
消
し
た
筆
致
の
顕
れ
と
考
え
る
べ
き
若
干
の
余
地
も
残
す
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
る
。
な
お
、
近
時
試
み
た
金
沢
文
庫
備
付
の
紙
焼
写
真
の
比
較
か
ら
、
納
富
・
横
内
両
氏
の
推
定
に
賛
し
た
い
。こ
こ
で
「
智
恵
」
に
つ
い
て
考
慮
す
べ
き
点
「
臨
安
府
…
洪
三
官
人
」
の
二
つ
の
語
彙
「
臨
安
府
」
と
「
官
人
」
を
試
み
に
探
る
と
南
宋
の
臨
安
府
の
出
版
関
連
の
木
記
中
に
見
出
し
た
の
で
報
告
す
る
。
「
臨
安
府
衆
安
橋
南
街
東
開
経
書
舗
賈
官
人
宅
印
造
」「
衆
安
橋
南
賈
官
人
経
書
舗
」
な
ど
と
も
あ
る
「
官
人
」
が
浮
上
し
て
く
る
。
一
点
は
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
石
井
積
翠
軒
旧
蔵
〔
南
宋
〕
刊
『
佛
―５２―
国
禅
師
文
殊
指
南
図
讃
』
一
帖
で
あ
る
。
「
宋
刊
杭
本
。
宋
張
商
英
述
。
自
序
（
大
字
）
の
末
に
「
臨
安
府
衆
安
橋
南
街
東
開
経
書
舗
賈
官
人
宅
印
造
」
の
木
記
が
あ
る
。
界
高
約
八
寸
二
分
五
厘
。
上
部
に
図
を
刻
し
、
下
部
に
讃
を
加
へ
て
あ
る
。
毎
半
折
本
文
十
行
有
界
。
唐
土
佚
書
。
巻
首
に
「
高
山
寺
」
朱
印
記
を
捺
す
。
裏
打
補
修
帖
装
、
大
き
さ
、
縦
約
一
尺
、
横
三
寸
六
分
。
摺
刷
よ
き
伝
本
で
あ
る
。
内
野
皎
亭
文
庫
旧
蔵
。」（『
石
井
積
翠
軒
文
庫
善
本
書
目
』
昭
和
１７
年
１０
月
刊
）
二
点
目
は
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
周
叔
弢
旧
蔵
〔
南
宋
〕
刊
細
字
本
『
妙
法
蓮
華
経
』
一
巻
で
あ
る
。
「
後
秦
釈
鳩
摩
羅
什
訳
。
宋
臨
安
府
賈
官
人
経
書
舗
刻
本
。
経
摺
装
。
半
葉
十
二
行
、
行
二
十
九
字
、
框
高
１８
・
８
厘
米
。
巻
端
有
扉
畫
。
羅
振
玉
、
労
健
跋
。」（『
中
国
国
家
図
書
館
古
籍
珍
品
図
録
』
１
９
９
９
・
９
北
京
図
書
館
出
版
社
刊
）
こ
の
〔
南
宋
〕
刊
細
字
本
『
妙
法
蓮
華
経
』
の
同
版
を
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。必
要
上
、
以
下
に
日
本
現
在
宋
刊
細
字
法
華
経
の
分
類
・
整
理
案
を
掲
出
す
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
特
定
研
究
班
の
第
一
回
研
究
会
（
於
印
刷
博
物
館
、
平
成
２３
年
６
月
１７
日
、
科
研
基
盤
研
究
Ｂ
「
課
題
番
号
２
２
３
２
０
０
５
２
」
協
力
）
で
「
新
出
宋
刊
細
字
法
華
経
ほ
か
を
め
ぐ
っ
て
―
高
野
山
の
聖
教
類
の
一
端
―
」
と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
際
に
提
示
し
た
分
類
案
で
あ
る
。
扉
絵
の
違
い
を
軸
に
、
同
版
・
復
刻
（
被
せ
彫
り
）
な
ど
の
基
準
で
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
竺
沙
雅
章
氏
「
宋
代
単
刻
本
『
法
華
経
』
に
つ
い
て
」（『
汲
古
』
４０
号
平
成
１３
・
１２
）
の
分
類
案
に
尽
き
る
が
、
新
出
の
高
野
山
寶
壽
院
蔵
の
一
傳
本
を
加
え
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、『
か
が
み
』
４２
号
（
大
東
急
記
念
文
庫
編
、
平
成
２４
年
度
刊
行
予
定
）
に
譲
る
。
１
、
十
二
行
二
十
七
字
本
（
扉
絵
Ａ
）
ａ
、〔
南
宋
初
期
〕
刊
本
・
談
山
神
社
蔵
本
・
般
若
寺
蔵
本
（
整
理
番
号
四
―
三
）・
伝
香
寺
蔵
本：
画
面
左
下
隅
に
刻
工
名
「
四
明
陳
高
」
ｂ
、
銭
塘
丁
忠
重
刊
本
能
満
院
蔵
本
・
傅
増
湘
旧
蔵
本
「
南
宋
中
期
頃
の
刊
刻
か
」：
巻
末
「
此
経
并
将
諸
本
校
勘
重
開
並
無
訛
謬
銭
塘
丁
忠
開
字
﹈
２
、
十
二
行
三
十
字
内
外
字
数
不
等
本
（
扉
絵
Ｂ
）
ａ
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
（
周
叔
弢
旧
蔵
）・
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
蔵
本
（
後
印
）：
画
面
左
下
隅
に
刻
工
名
「
凌
璋
」・
巻
末「臨
安
府
衆
安
橋
南
／
賈
官
人
経
書
鋪
印
」
木
記
ｂ
、
般
若
寺
蔵
本
（
四
―
四
）・
小
汀
旧
蔵
本
「（
般
若
寺
（
四
―
四
）
本
と
）
同
版
の
よ
う
で
あ
る
」（
竺
沙
氏
前
掲
論
文
）：
―５３―
画
面
左
下
隅
に
刻
工
名
「
凌
允
昌
」・
巻
末
「
臨
安
府
棚
前
南
経
鋪
王
八
郎
家
新
雕
印
行
」
木
記
ｃ
、
般
若
寺
蔵
本
（
四
―
二
）・
杏
雨
書
屋
蔵
本
・
・
高
野
山
宝
寿
院
蔵
本：
画
面
左
下
隅
に
刻
工
名
「
沈
敦
」・「
臨
安
府
修
文
坊
相
／
對
王
八
郎
家
経
鋪
」
木
記
ｄ
、
雲
龍
院
本：
画
面
左
下
隅
に
刻
工
名
「
呂
斌
」
３
、（
扉
絵
Ｃ
）
般
若
寺
蔵
本
（
四
―
一
）
参
考
西
大
寺
蔵
本
両
面
刷
そ
の
他
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
別
本
や
「
金
剛
寺
蔵
断
簡
」
や
合
衆
国
国
会
図
書
館
本
が
あ
る
が
、
原
本
・
写
真
・
書
影
な
ど
未
見
、
従
っ
て
判
断
保
留
。
１
の
ｂ
「
銭
塘
丁
忠
重
刊
本
」
は
能
満
院
蔵
本
・
傅
増
湘
旧
蔵
本
「
南
宋
中
期
頃
の
刊
刻
か
」（
竺
沙
氏
前
掲
論
文
）
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
巻
末
に
「
此
経
并
将
諸
本
校
勘
重
開
並
無
訛
謬
銭
塘
丁
忠
開
字
﹈
と
あ
り
、
杭
州
「
銭
塘
」
に
お
け
る
開
版
か
、
と
思
わ
れ
る
。
２
の
ａ
「
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
（
周
叔
弢
旧
蔵
）」
は
「
臨
安
府
衆
安
橋
南
／
賈
官
人
経
書
鋪
印
」
と
木
記
が
あ
り
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
石
井
積
翠
軒
旧
蔵
〔
南
宋
〕
刊
『
佛
国
禅
師
文
殊
指
南
図
讃
』
一
帖
の
木
記
「
臨
安
府
衆
安
橋
南
街
東
開
経
書
舗
賈
官
人
宅
印
造
」
と
あ
る
「
臨
安
府
衆
安
橋
南
」「
賈
官
人
」
に
同
じ
経
書
舗
で
印
造
・
販
売
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
２
の
ｂ
「
般
若
寺
蔵
本
（
四
―
四
）」
に
は
「
臨
安
府
棚
前
南
経
鋪
王
八
郎
家
新
雕
印
行
」
の
木
記
が
あ
り
、
２
の
ｃ
「
般
若
寺
蔵
本
（
四
―
二
）」
の
木
記
「
臨
安
府
修
文
坊
相
／
對
王
八
郎
家
経
鋪
」
か
ら
見
て
、
臨
安
府
の
王
八
郎
家
で
い
ず
れ
か
を
重
刊
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
２
の
ｂ
の
後
刻
が
２
の
ｃ
で
あ
ろ
う
、
と
竺
沙
氏
は
前
掲
論
文
で
推
定
し
て
い
る
。
日
本
現
存
宋
刊
細
字
法
華
経
に
つ
い
て
云
え
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
臨
安
府
の
経
書
鋪
の
印
造
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
経
書
鋪
に
係
る
「
官
人
」
が
先
の
「
洪
三
官
人
」
の
官
人
に
連
な
る
意
味
を
も
つ
も
の
な
の
か
、
不
詳
で
あ
り
、
今
後
の
問
題
で
あ
ろ
う
（
堂
庵
な
ど
と
買
田
に
か
ら
む
中
国
石
刻
資
料
に
も
「
官
人
」
の
用
例
あ
り
）。
南
宋
前
中
期
の
少
な
く
と
も
臨
安
府
に
お
け
る
出
版
の
殷
賑
の
様
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
南
宋
後
末
期
の
書
物
刊
刻
の
工
程
に
お
け
る
書
写
（
彫
の
刻
工
に
対
し
て
版
下
の
写
工
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
か
）
の
営
為
を
担
当
す
る
宋
人
が
想
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
智
恵
に
限
ら
ず
杭
州
・
臨
安
府
を
出
自
・
居
住
と
冠
し
た
「
宋
人
」
が
少
な
く
な
い
。
高
野
山
正
智
院
蔵
『
大
毘
盧
遮
那
経
義
釈
演
密
鈔
』
Ａ
本
に
は
、
巻
五
「
正
応
四
年
極
月
十
二
日
以
亡
魂
之
遺
財
課
于
書
生
令
馳
筆
也
…
…
求
法
金
剛
弟
子
亮
承
」、
Ｂ
本
巻
五
「
正
応
四
年
（
辛
卯
）
六
月
一
日
酉
初
時
書
写
之
畢
／
執
筆
大
唐
国
杭
州
仁
和
縣
住
人
法
性
書
也
」（『
高
野
山
正
智
院
の
歴
―５４―
史
と
美
術
』
平
成
十
年
九
月
高
野
山
霊
宝
館
）。
と
あ
り
、「
杭
州
仁
和
縣
」
居
住
「
宋
人
」
に
「
法
性
」
と
い
う
「
書
生
」
が
お
り
、
正
応
頃
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
智
恵
と
同
じ
仁
和
縣
の
宋
人
が
同
時
頃
に
日
本
の
寺
院
に
お
け
る
「
書
生
」
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
。
更
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
古
文
孝
経
』（
５
０
３
―
１
６
８
）
の
奥
書
に
、
「
永
仁
五
年
〈
太
歳
／
丁
酉
〉
二
月
廿
九
日
宋
銭
塘
無
／
学
老
叟
呉
三
郎
入
道
書
畢
」
と
あ
り
、
や
は
り
杭
州
の
呉
三
郎
な
る
宋
人
が
書
生
と
し
て
京
都
周
辺
に
居
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
『
古
文
孝
経
』（
５
０
３
―
１
６
８
）
の
奥
書
の
前
に
紙
を
継
い
で
永
仁
七
年
の
清
原
教
有
の
識
語
が
あ
り
、
教
有
の
依
頼
を
受
け
て
書
生
の
仕
事
に
従
事
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
横
内
裕
人
氏
「
久
米
田
寺
の
唐
人
」（
ア
ジ
ア
遊
学
『
東
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
モ
ノ
・
場
』
２
０
１
０
・
４
勉
誠
出
版
）
に
よ
る
と
、
副
題
の
通
り
「
宋
人
書
生
と
真
言
律
宗
」
の
係
わ
り
を
多
く
の
事
例
を
挙
げ
て
証
明
す
る
な
か
で
正
応
三
・
四
年
に
か
け
て
久
米
田
寺
と
東
大
寺
戒
壇
院
で
「
書
生
」
と
し
て
三
人
の
宋
人
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
の
報
告
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
大
宋
揚
州
大
都
督
府
西
城
住
」
人
で
あ
り
、
智
恵
と
は
出
自
を
異
に
す
る
が
、
戒
壇
院
と
の
縁
を
も
つ
宋
人
で
あ
る
。
久
米
田
寺
に
つ
い
て
は
、
凝
然
も
『
円
照
上
人
行
状
』
巻
下
で
「
禅
爾
」
に
及
び
次
の
よ
う
に
記
述
す
る
。
「
円
戒
房
中
一
、
後
改
禅
爾
、
北
洛
人
也
、
…
…
年
二
十
一
住
金
山
院
、
随
凝
然
、
…
…
至
二
十
三
、
随
照
和
上
、
受
具
足
戒
、
与
有
海
同
壇
、
即
文
永
十
一
年
甲
戌
四
月
也
、
次
住
戒
壇
院
、
律
蔵
・
華
厳
、
研
精
積
功
、
…
…
後
移
住
泉
州
久
米
田
寺
、」
と
記
す
の
で
あ
る
。
久
米
田
寺
は
、
得
宗
被
官
安
東
蓮
聖
が
建
治
三
年
に
東
大
寺
実
玄
よ
り
買
得
し
、
弘
安
五
年
（
１
２
８
２
）
に
堂
舎
・
経
蔵
な
ど
の
落
慶
供
養
が
行
わ
れ
た
が
、
凝
然
は
前
引
箇
所
に
連
続
し
て
「
彼
寺
者
本
行
基
菩
薩
創
草
建
立
之
所
也
、
法
名
隆
池
院
、
…
…
置
一
切
経
、
納
華
厳
書
、
以
顕
尊
上
人
、
為
長
老
職
、
尊
公
譲
之
禅
爾
、
檀
那
帰
宗
、
荘
厳
世
諦
、」
と
記
述
し
、
禅
爾
の
許
で
の
荘
厳
世
諦
を
特
筆
し
て
い
る
。
横
内
氏
は
前
掲
論
文
の
末
尾
近
く
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
真
言
律
宗
が
規
範
と
し
た
の
は
北
宋
の
元
照
（
１
０
４
８
〜
１
１
１
６
）
が
整
備
し
た
律
で
あ
り
、
中
国
大
陸
の
僧
の
生
活
ス
タ
イ
ル
を
模
倣
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
禅
宗
と
並
び
宋
風
を
看
板
に
掲
げ
た
、
国
際
的
で
モ
ダ
ン
な
宗
派
で
あ
っ
た
。
久
米
田
寺
は
、
安
東
蓮
聖
と
顕
尊
・
禅
爾
ら
に
よ
っ
て
南
都
律
宗
の
一
大
研
究
拠
点
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
大
い
に
中
国
の
新
風
を
謳
歌
し
て
い
た
の
で
あ
る
。」
「
鎌
倉
時
代
の
日
本
に
は
、
宋
国
出
身
の
石
工
な
ど
の
職
人
が
い
た
。
律
宗
と
石
工
集
団
と
の
密
接
な
関
わ
り
は
、
厚
い
研
究
史
を
も
ち
、
―５５―
広
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
聖
教
に
散
見
さ
れ
る
宋
人
書
生
も
、
と
り
わ
け
真
言
律
宗
と
の
関
わ
り
が
深
い
。
宋
人
書
生
は
、
そ
の
文
筆
能
力
を
道
具
と
し
て
、
異
国
の
地
で
逞
し
く
生
き
抜
い
た
。
こ
う
し
た
集
団
が
存
在
し
た
こ
と
を
、
こ
れ
ら
の
聖
教
は
物
語
っ
て
い
る
。」南宋
「
教
院
（
寺
）」
な
ど
を
規
範
と
し
た
日
本
の
諸
寺
院
（
そ
の
詳
細
な
例
証
に
つ
い
て
は
大
塚
紀
弘
氏
『
中
世
禅
律
仏
教
論
』
２
０
０
９
・
１０
山
川
出
版
社
）
が
刊
刻
に
多
大
な
関
心
を
も
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
十
三
世
紀
後
末
期
の
泉
涌
寺
版
・
西
大
寺
版
・
い
わ
ゆ
る
叡
山
版
（
小
川
流
・
穴
太
西
山
流
へ
つ
な
が
る
）
な
ど
の
出
版
事
業
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
杭
州
・
臨
安
府
を
出
自
・
居
住
と
冠
し
た
「
宋
人
」
の
な
か
に
「
職
」
と
し
て
の
「
写
工
」（
経
典
の
「
金
字
外
題
」
な
ど
）
が
紛
れ
込
ん
で
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
宋
代
に
お
け
る
杭
州
の
出
版
の
繁
栄
に
つ
い
て
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
先
に
触
れ
た
細
字
法
華
経
の
日
本
舶
載
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
刷
印
時
期
に
つ
い
て
は
刊
刻
時
期
よ
り
若
干
降
る
も
の
も
あ
る
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
南
宋
初
前
・
中
期
頃
の
臨
安
府
の
刊
刻
に
係
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
細
字
法
華
経
は
、
多
く
日
本
の
層
塔
（
十
三
重
塔
）
に
納
入
さ
れ
た
も
の
、
仏
像
造
立
に
際
し
て
胎
内
に
納
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
般
若
寺
蔵
の
三
本
は
、
同
寺
の
十
三
重
石
塔
に
納
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
納
入
物
に
建
長
五
年
（
１
２
５
３
）
の
墨
書
の
あ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
ケ
ル
ン
東
洋
美
術
館
蔵
本
の
細
字
宋
刊
法
華
経
は
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
（
周
叔
弢
旧
蔵
）
に
比
し
て
や
や
後
印
の
ご
と
く
推
し
て
よ
い
か
、
と
思
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
の
聖
徳
太
子
像
の
胎
内
納
入
物
の
一
点
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
聖
徳
太
子
像
の
造
立
時
期
は
同
じ
胎
内
納
入
物
の
墨
書
に
よ
っ
て
十
三
世
紀
中
期
の
も
の
（
建
長
元
年
の
胎
内
文
書
あ
り
）
と
判
明
す
る
（
詳
細
は
『
か
が
み
』
所
収
予
定
稿
参
照
）。
南
宋
初
前
・
中
期
頃
の
臨
安
府
の
刊
刻
・
刷
印
に
係
る
細
字
法
華
経
を
十
三
世
紀
中
期
頃
の
日
本
に
お
い
て
活
用
す
る
点
に
つ
い
て
、
参
考
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
事
例
が
あ
る
。
日
本
舶
載
の
現
存
宋
刊
大
蔵
経
の
大
き
な
特
徴
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
に
現
存
す
る
数
蔵
の
検
討
か
ら
言
い
う
る
こ
と
で
確
言
す
る
に
は
至
ら
な
い
が
、
慶
政
と
そ
の
関
係
僧
侶
が
宋
刊
大
蔵
経
の
補
刻
葉
へ
施
財
す
る
以
前
の
舶
載
大
蔵
経
は
、
奝
然
将
来
の
蜀
版
大
蔵
経
を
除
き
注
文
時
の
「
刷
」
で
は
な
く
、
中
国
国
内
で
流
通
活
用
し
た
後
の
も
の
（
再
活
用
・
い
わ
ゆ
る
「
古
本
」）
で
あ
り
、
慶
政
の
施
財
関
与
以
降
の
舶
載
大
蔵
経
に
関
し
て
は
、
発
注
後
間
も
な
い
時
点
の
刷
印
の
も
の
で
あ
る
。
十
三
世
紀
中
期
以
前
と
以
後
に
お
い
て
典
籍
舶
載
の
様
相
が
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
、
採
り
あ
げ
た
宋
人
の
場
合
、
十
三
世
紀
後
期
に
当
た
り
日
宋
（
日
元
の
場
合
を
視
野
に
入
―５６―
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
）
の
関
係
は
い
ろ
い
ろ
な
局
面
で
緊
密
・
緊
張
（
緊
迫
と
云
う
べ
き
か
）
の
度
合
い
を
増
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
結
び
更
に
地
方
の
ケ
ー
ス
を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。
井
原
今
朝
男
氏
「
中
世
寺
院
の
国
際
性
と
外
交
僧
」（『
増
補
中
世
寺
院
と
民
衆
』
平
成
２１
・
１
臨
川
書
店
）
に
よ
っ
て
例
示
さ
れ
て
周
知
の
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
四
例
は
、
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
臨
安
出
自
・
居
住
の
宋
人
書
生
と
、
ど
の
よ
う
に
係
わ
る
か
は
不
詳
で
あ
る
が
、
参
考
と
し
て
掲
出
す
る
。
①
滋
賀
県
蒲
生
郡
日
野
町
西
明
寺
に
あ
る
什
物
の
大
般
若
経
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
弘
安
九
年
（
１
１
８
５
）
か
ら
始
め
た
写
経
、
弘
安
十
一
年
ま
で
２
５
０
巻
、
正
応
二
年
（
１
２
８
９
）
に
大
宋
国
人
普
勲
が
書
写
に
参
加
、
料
紙
用
途
２
０
０
文
を
助
成
し
た
。
正
応
五
年
（
１
２
９
０
）
完
成
。
②
出
雲
国
須
佐
郷
東
山
宮
奉
納
の
大
般
若
経
は
、
正
応
元
年
（
１
２
８
８
）
か
ら
五
年
（
１
２
９
２
）
ま
で
一
筆
書
写
。「
執
筆
一
乗
宋
人
浄
蓮
」
と
あ
る
。
巻
２４
「
大
宋
国
安
善
執
筆
者
」
と
も
あ
り
。
③
長
野
県
松
本
市
本
郷
浅
間
神
宮
寺
所
蔵
大
般
若
経
三
巻
。
正
応
五
年
（
１
２
９
２
）「
唐
僧
円
空
一
筆
一
部
書
」、
巻
３８
に
は
、「
大
勧
進
唐
僧
円
空
書
」
と
あ
る
。
④
三
原
市
蔵
大
般
若
経
。
も
と
揚
井
荘
上
品
寺
に
て
書
写
、「
執
筆
宋
人
謝
復
生
」、「
建
康
の
住
人
で
元
の
名
は
謝
徳
と
い
い
、
改
名
し
て
復
生
と
名
乗
り
、
出
家
し
て
明
道
の
法
号
を
号
し
て
い
た
。」
※
※
※
根
来
寺
と
そ
の
周
辺
の
典
籍
に
つ
い
て
、
ど
う
し
て
も
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
二
、
三
の
事
実
が
あ
る
。
か
つ
宋
人
の
事
績
で
も
あ
り
、『
実
践
国
文
学
』
８０
号
（
平
成
２３
年
１０
月
）
所
収
前
稿
「
日
本
中
世
文
学
に
お
け
る
十
三
世
紀
後
末
期
東
山
白
毫
院
・
霊
山
周
辺
―
書
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
視
点
か
ら
―
」
を
補
説
・
敷
衍
す
る
意
味
で
も
以
下
に
補
記
す
る
。
「
賢
聖
義
略
以
十
門
分
別
大
乗
基
師
撰
宝
生
院
５
６
２
―
５
３１
（
奥
書
）
永
仁
二
年
七
月
十
二
日
未
時
書
了
宋
人
法
華
筆
同
年
八
月
二
十
一
日
交
点
了
中
川
無
量
寿
院
少
僧
朝
酉
先
年
之
比
於
当
山
十
輪
院
被
談
賢
聖
義
私
記
之
時
所
書
儲
此
本
也
」（『
真
福
寺
善
本
目
録
続
輯
』
２
２
３
、『
真
福
寺
文
庫
撮
影
目
録
下
巻
』
４
１
１
ペ
ー
ジ
・『
真
福
寺
文
庫
撮
影
目
録
上
巻
』
１
２
２
ペ
ー
ジ
）
「
先
年
之
比
於
当
山
十
輪
院
被
談
賢
聖
義
私
記
之
時
所
書
儲
此
本
―５７―
也
」
と
あ
り
、
当
山
十
輪
院
は
根
来
寺
十
輪
院
で
あ
ろ
う
か
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。「
永
仁
二
年
」
に
「
宋
人
法
華
」
が
書
写
し
た
聖
教
が
根
来
寺
周
辺
経
由
で
真
福
寺
へ
書
写
伝
来
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
更
に
頼
瑜
教
学
と
密
接
な
頼
心
ゆ
か
り
の
典
籍
に
豊
む
金
剛
寺
が
蔵
す
る
『
薄
草
子
口
決
』（
本
奥
、
頼
瑜
記
）
の
本
奥
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
、
頼
瑜
周
辺
に
お
い
て
宋
人
書
生
「
法
華
」
の
手
に
係
る
書
写
の
営
為
が
あ
き
ら
か
と
な
る
。
奥
書
よ
り
判
断
す
る
と
、
最
終
的
な
書
写
は
、
正
平
年
間
の
七
十
八
歳
頃
の
「
禅
恵
」
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、「（
一
字
金
輪
）」
に
は
、「
永
仁
七
年
正
月
八
日
、
於
醍
醐
寺
阿
弥
陀
院
、
以
兼
朝
法
印
本
、
書
写
了
、」
と
い
う
聖
忠
の
書
写
奥
書
が
あ
り
（
聖
忠
の
肩
付
「
東
大
寺
東
南
院
兼
醍
醐
ア
ミ
ダ
院
」
と
）、「（
理
趣
経
）」
に
は
、「
御
自
筆
、
同
二
月
五
日
一
見
了
、
御
判
／
永
仁
三
年
九
月
五
日
、
仰
宋
人
法
華
書
写
了
、
金
剛
仏
子
兼
朝
」
と
あ
り
、
後
に
「
永
仁
七
年
正
月
廿
六
日
」
の
聖
忠
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。「（
宝
楼
閣
経
）」
に
は
、「
永
仁
六
年
九
月
十
七
日
、
仰
宋
人
（
法
／
華
）
書
写
了
、
金
剛
仏
子
兼
朝
」
と
も
あ
り
、
後
に
聖
忠
・
禅
恵
の
書
写
奥
書
が
あ
る
（
こ
の
奥
書
と
全
く
同
奥
書
が
「（
第
五
）」
に
も
あ
り
、
不
審
）。
以
上
は
『
河
内
長
野
市
史
』
第
５
巻
・
史
料
編
二
（
昭
和
５０
・
１１
刊
）「
金
剛
寺
史
料
（
奥
書
）」
に
よ
る
。
兼
朝
は
、
正
応
二
年
に
頼
瑜
が
三
宝
院
流
、
更
に
三
宝
院
流
宝
心
方
を
印
可
し
て
お
り
、
頼
瑜
附
法
の
弟
子
で
あ
る
。
兼
朝
令
写
本
が
い
ず
れ
で
書
写
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
師
頼
瑜
の
著
作
を
頼
瑜
の
附
法
の
弟
子
兼
朝
が
「
宋
人
法
華
」
に
命
じ
て
書
写
さ
せ
、
そ
の
写
本
を
東
大
寺
東
南
院
の
聖
忠
が
書
写
し
て
い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。『
賢
聖
義
略
以
十
門
分
別
』
上
を
永
仁
二
年
に
書
写
し
、
さ
ら
に
永
仁
三
・
六
年
に
『
薄
草
子
口
決
』
を
書
写
し
て
い
る
「
宋
人
法
華
」
の
履
歴
は
不
明
で
あ
る
が
、
頼
瑜
や
根
来
寺
・
醍
醐
阿
弥
陀
院
周
辺
に
も
「
宋
人
」
書
生
の
活
躍
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
を
証
し
て
お
り
、
同
時
期
の
戒
壇
院
・
久
米
田
寺
な
ど
に
認
め
ら
れ
る
も
の
と
同
じ
傾
向
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
そ
の
詳
細
の
一
部
は
、
延
慶
本
『
平
家
物
語
』
の
会
で
発
表
予
定
で
あ
る
。
な
お
な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
軍
記
物
語
と
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
世
界
」（
軍
記
・
語
り
物
研
究
会
大
会
、
平
成
２３
・
８
・
２９
）
で
の
報
告
「
延
慶
本
奥
書
・
応
永
書
写
『
平
家
物
語
』
四
周
の
書
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
若
干
の
変
更
を
加
え
て
『
軍
記
と
語
り
物
』
４８
号
（
２
０
１
２
・
３
刊
予
定
）
に
収
載
を
予
定
し
て
い
る
。
併
せ
て
参
照
願
え
れ
ば
幸
甚
で
あ
る
。
本
稿
は
二
十
二
年
度
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
日
本
現
存
福
州
版
大
蔵
経
の
版
刻
・
舶
載
・
受
容
展
開
・
保
管
に
関
す
る
総
合
的
な
基
礎
研
究
」）
に
よ
る
研
究
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
（
ま
さ
の
か
ず
お
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）
―５８―
